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本研究では，探究的に学ぼうとする児童の育成を目指し，クラウド上で共有されるスプレッドシートの活

用により，目的を明確にした「振り返り」の有効性を明らかにすることを目的とする。成果として，「振り

返り」の視点を示したことで，児童は自らの学びを焦点化して振り返ることができるようなった。さらに

それが，自らの学びの自覚につながり，自分が理解できていることや，理解が不十分な課題点を把握した

「振り返り」の記述が増えた。そして，このような「振り返り」が次時への切実な学習課題となり，毎時間

の学習のめあてを児童が立てることができた。一方，蓄積された「振り返り」をどのように実践に活用し

ていくかといった課題が明らかになった。  

 
キーワード：振り返り，クラウド活用，算数科教育  

 
 
1．はじめに 

 学習指導要領解説算数編にも示される算数の

学習過程については，その過程を「自立的に，

時に協働的に行い，それぞれに主体的に取り組

めるようにすることが大切である。」 (文部科学
省，2017，p.8)とされている。この，「自立的に
取り組む」という点に関し，宮脇 (2012)は日々
の学習の中で，以下のような「自立した探究者」

の姿を求めている。  

○  全ての子どもが自分なりの考えをもち，探究
することを楽しむ姿  

○  互いの考えの違いを受け止め合い，相手を理
解しようとする姿  

○  明らかになったことをもとに，さらに発展的
に探究しようとする姿  

 また，宮脇 (2013)は，児童を「自立した探究
者」へと誘っていくための「学習環境デザイン」

について，子どもの数理に対する探究の道筋は，

学習のスタートからゴールまで一直線に進むの

が理想的と考えられがちであると指摘している。

そして，これに対し，子どもは自らの活動を通

して知識や技能を構成する学びの中では，石垣

を積み上げるように一つの事実を確実に分かっ

た上で進むのではなく，他者との関わり合いの

中で，絶えず自分の「知」を行き来しながらつ

ないでいくと捉えることの重要性を述べている。 
 そこで，本研究においては，この論に依拠し，

宮脇が構築した「児童を『自立した探究者』へ

誘う学習環境デザイン」をもとに，児童が「探

究的に学ぶ」姿を「自分 (たち )なりの問いを立て，
自分 (たち )なりの方法で，自分 (たち )なりの答え
(納得解・最適解 )にたどり着こうとする姿」と捉
えた。この姿の育成のためには，児童が学ぶこ

とに興味や関心をもち，見通しをもって粘り強

く取り組むこと，そして，自己の学習活動を振

り返って次につなげることを繰り返していくこ

とが重要となる。さらに，今日の 1 人 1 台端末
という学習環境の大きな変化により，「振り返り」

は個人のものではなく，学級で共有することが

容易となった。このような 1 人 1 台端末による
「振り返り」の共有については，他者参照によ

る振り返りの変容に関する研究 (西島・清水 , 
2022；稲木他 , 2023)や，教師と児童との双方向
性を有する振り返りに関する研究 (河内・有留 ,  
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2022)等が積み重ねられてきた。そこで本研究
では，探究的に学ぼうとする児童の育成を目指

し，クラウド上で共有される表計算ソフト (スプ
レッドシート )の活用により，目的を明確にした
「振り返り」を行うことの有効性を明らかにす

ることを目的とする。  
 
2．研究の内容  

 田村 (2018)は，「振り返り」について，自らの
学びを意味付けたり，価値付けたりして自覚し，

他者と共有していくことにつながるものである

と述べている。また，「振り返り」には「①学習

内容を確認する振り返り」，「②学習内容を現在

や過去の学習内容と関係付けたり，一般化した

りする振り返り」，「③学習内容を自らとつなげ

自己変容を自覚する振り返り」の大きく 3 つの
機能があると述べている。  
 本研究では，「振り返り」の意義を「学習内容

を確認するため」，「児童自身が学びを自覚する

ため」，「自分自身の学びを客観的に自覚し，メ

タ認知するため」，「新たな疑問や課題をもち，

学びをつなげていくため」と捉え，問題解決の

過程における「振り返り」，授業の終末における

「振り返り」を行うとともに，「振り返り」をも

とにした，児童の問題意識に基づく学習課題の

設定を行う。  
 「振り返り」の意義をもとに，授業の終末に

おける「振り返り」は，「児童が学習内容を確認

するため」，「児童自身が学びを自覚し，学びを

自分のものとして獲得していくため」，「学習内

容と自らの経験や生活とのつながり，友達の考

えとのつながりに気づき，自己変容を自覚する

ため」の 3 つを目的として行う。また，問題解
決に向けて，見通しをもって粘り強く課題に取

り組んでいくためには，問題解決の過程におけ

る「振り返り」も重要である。この「振り返り」

は，児童が問題に出会って新たな課題に直面し

た時，友達との学び合いや話し合いを通して，

新たな課題が生まれた時など，様々な課題を解

決する時に行うものである。教科書やノート，

学びの足跡でもある前時までの板書や既習事項

にもどることで，既習事項やこれまで解決した

課題との相違点と共通点や，友達の考えとの相

違点と共通点を考えることができる。そして，

問題解決の過程における「振り返り」や授業の

終末で行った児童の「振り返り」に表れる，新

たな疑問，課題，分からなかったことなどを次

時の学習課題として取り上げることができる。

児童の言葉，「振り返り」に表れる児童の事実を

根拠として，さらなる学習課題を設定すること

で，次の学習活動への意欲に結びつくとともに，

児童自身が学びのつながりを実感しながら学び

を広げていくことができると考える。  
 2 つの場面での「振り返り」について述べた
が，授業の終末における「振り返り」をもとに

学習課題を設定することで，児童の言葉で「問

い」を発生させることができ，次の「問い」を

解決するために自分や友達の考えを問題解決の

過程において「振り返り」，課題を発展させなが

ら新たな「問い」を生みだし，「問い」が連続す

る探究的な学びとなる。それぞれの場面での「振

り返り」が全てつながることで，探究的に学ぶ

児童を育成することができると考える。  
 本研究では，授業の終末における「振り返り」

の実践及び活用を中心に考察するが，2 つの「振
り返り」を区別する為，授業の終末における振

り返りを「振り返り」，問題解決過程における振

り返りを「ふりかえり」と記述することとする。  
 
3．「振り返り」環境の設計  

 従来の振り返りの方法としては，ノートやワ

ークシートなどに記入し，教師がそれを確認し

た上で，次時の授業の最初に紹介することが多

かった。しかし，この方法では，教師しか全て

の児童の振り返りを目にすることはできず，特

定の児童の振り返りしか共有されない。そこで

本研究では，全員の振り返りを児童，教師とも

に常に共有することができるように，児童 1 人
1 人の端末において，図 1 のようなクラウド上
で共有されている表計算ソフト (スプレッドシ
ート )を活用する。クラウド上で共有されている
ため，児童全員及び教師が同時に編集すること

ができ，友達の振り返りを参照しながら，自分

の学びを振り返ることも可能となる。また，図
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中の丸囲みのように，同一スプレッドシート内

に複数のシートを作成し，1 単元の振り返りを
シートにまとめていくことで，毎時間の振り返

りを蓄積させていくことが可能となる。こうす

ることで，児童は，前時までの自分や友達の振

り返りに立ち返りながら課題に取り組んだり，

自らの学びを自覚したりと，単元を通した学び

の足跡が明確になり，自己の変容にも気づきや

すくなると考える。  

 
図 1 スプレッドシードの概要  

 
児童は，自分が入力する欄に，振り返りのポ

イント (視点 )に沿って本時の学習の振り返りを
入力する。右側のチェックボックスの欄では，

授業後，教師から児童 1 人 1 人の振り返りに対
しての評価を行う。教師の立場からは，毎時間，

全ての児童に対してコメントでの評価を行うこ

とは時間的制約により難しいが，このようなチ

ェックボックスによる評価であれば，毎時間の

フィードバックを行うことが容易になる。また，

児童の立場からは，①自分自身の振り返りへの

評価を参考に，どのような点かよかったのか，

どのような点は十分ではないのかを把握し，次

時の振り返りへの参考とすることができる，②

A 評価を受けている他の児童の振り返りを参考
に，自身の振り返りを改善することができる，

という 2 点の効果が期待される。  
「振り返り」を行う際には，児童自身が目的

を明確にして「振り返り」を行うことができる

よう，教師から「振り返り」のポイント (視点 )を
3 つ示す。1 つ目の視点は，「今日の学習でやっ
たこと」である。2 つ目の視点は，「分かったこ

と，出来たこと，また，分からなかったこと，

難しかったこと」である。また，この中には，

「友達の考えを聞いて思ったことや発見，自分

の考え」も含めながら振り返ることを児童と共

通認識している。2 つ目の視点の中に，「分から
なかったこと，難しかったこと」を加えること

で，児童が自分自身の学びを客観的に分析し，

修正・改善に向けて自らの課題を実感できるよ

うにする。児童が自らの成果だけでなく，課題

にも目を向ける経験を繰り返すことで，メタ認

知力の向上にもつながると考える。3 つ目の視
点は，「次に学習したいこと，学びの中で出てき

た新たな疑問や課題」である。児童の「振り返

り」に表れる「分からなかったこと，難しかっ

たこと」や「次に学習したいこと，疑問に思っ

たこと」をもとにして次時の学習課題を設定す

ることで，児童の言葉で「問い」を発生させる

ことができる。また，次の「問い」を解決する

ために，自分や友達の考えを振り返るなど，課

題を発展させながら「問い」を生みだすことで，

「問い」が連続する探究的な学びへとつなげる

ことができると考える。  
 さらに，3 つの視点に沿って児童が行った「振
り返り」を，より深い探究的な学びへと活用し

ていくために，表 1 に示すように教師から次の
ような色づけを行うことで，意図的な「振り返

り」の価値づけを行う。  
 
表 1 色分けの一覧  

ピンク色  
友達の考えを聞いて自分が考え

たことの記述  

黄色  
次にやりたいことや新たな課題

につながる記述  

青色  
疑問や児童が分からなかったこ

との記述  

  
次時の冒頭で，これらの「振り返り」を教師

から意図的に紹介することで，自分の考えと友

達の考えとの相違点と共通点に目を向けたり，

友達の課題意識をもとに学習課題の設定を行っ

たりすることが容易となると考える。  
 また，児童は，毎時間の学習の中で，自らの
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経験や既習事項をもとに，無自覚のうちに数学

的な見方・考え方を働かせている。そこで，表

1 に示した 3 色に加え，「赤色：本単元で働かせ
る数学的な見方・考え方につながる記述」によ

る色づけによる価値づけを加える。赤色で色づ

けした「振り返り」を教師から意図的に次時の

最初に紹介することで，無自覚のうちに働かせ

ていた数学的な見方・考え方を，児童が自覚的

に働かせることができるようになると考える。  
 
4．授業の設計 

 本研究は，熊本県の公立小学校第 6 学年の児
童を対象に行った「立体の体積」全 5 時間であ
る。本単元の目標は，以下の通りである。  
 

(1) 立体図形の体積に関わる数学的活動を通  

して，基本的な角柱及び円柱の体積の計算

による求め方について理解する。          
〔知識・技能〕  

(2) 図形を構成する要素に着目し，基本図形の
体積の求め方を見いだすとともにその表

現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高め

公式として導くことができる。  
     〔思考力・判断力・表現力等〕  

(3) 図形を構成する要素に着目しながら，基本
図形の体積の求め方について考察したこ

とを振り返り，多面的に捉え検討したり粘

り強く考えたりすることで，数学のよさに

気づき，生活や学習に生かそうとする。  
〔学びに向かう力・人間性等〕  

 
 体積については，第 5 学年で立方体，直方体
の場合の体積の求め方を考え，求積公式を導き

出している。これをもとに，本単元では，三角

柱や四角柱，円柱であっても直方体と同じよう

に体積を計算で求めることができるのではない

か，そのためにはどうすればよいかと考えよう

とすることが大切である。そこで，本単元で働

かせる数学的な見方・考え方を「図形を構成す

る要素に着目し，既習の図形の特徴や面積の求

め方と関連づけて空間図形を捉え，基本図形の

体積の求め方を統合的に考察する。」とする。  

 本単元では，既習事項とのつながりを大切に

し，既習事項と似ているところはないか，異な

るところはないかと，「ふりかえり」を常に行い

ながら学習を進める。そのために，下学年で繰

り返し学習してきた図形について，図形の構成

要素や性質，それらを活用して考えた求積につ

いて振り返る時間を単元の導入に位置付け，以

下の表 2 に示す単元計画を設定した。  
 
表 2 単元計画 (全 5 時) 

時  単元の指導計画  

1
・

2 

①既習の振り返りと四角柱 (直方体 )の
体積の求め方  
②三角柱 (直角三角柱 )の体積の求め方  

3 ③角柱の体積の求め方とその公式  

4 ④円柱の体積の求め方とその公式  

5 ⑤複合図形の体積の求め方  

 
5．授業の実際  

(1)第 1 時 

 第１時の導入では，前単元の「円の面積」の

際にまとめていた，図 2 に示す図形における既
習事項の表を振り返りながら，立体図形につい

ても同様に，図形の名称，図形の特徴，体積の

求め方について，図 3 のようにまとめた。  
この際，児童から面積と体積の区別がついて

いないつぶやきも聞かれたため，「面積とは広さ

のこと」，「体積とはかさのこと」であり，体積

は一辺が 1 ㎝の単位立方体のいくつ分かで表し
ていたことを下学年のデジタル教科書を提示し

ながら振り返り，確認した。「角柱や円柱の特徴

は学習したが，体積の求め方は分からない。」と

いう自分たちの課題が明らかになったところで，

児童の言葉をもとにしながら，単元のめあてを

「円柱や角柱の体積の求め方を調べよう。」と設

定した。この後，既習事項である，四角柱 (直方
体 )の体積を求めた児童に，以下のような問い返
しを行った。  
 

T： なんで直方体の体積を求める公式が「縦×

横×高さ」でできたのか覚えています？ 
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C：  え…分からない。  

C：  縦×横だけだと，面積…。  

図 2 板書 (第 1 時)①  

図 3 板書 (第 1 時)② 

 
この教師からの問いかけは，既習事項とのつ

ながりに目を向けさせるための問いかけであっ

たが，この時点では，児童から明確な説明は出

てこなかった。そこで，「振り返り」の中に，教

師からの問いかけに対する自分の考えや近くの

人と話したことを含めて記入することにして授

業を終えた。  
以下は，第 1 時の「振り返り」の一部である。

「振り返り」に対し，教師から赤色で色づけし

た「見方・考え方につながる記述」を二重下線，

黄色で色づけした「次にやりたいことや新たな

課題につながる記述」を波線，ピンク色で色づ

けした「友達の考えを聞いて自分が考えたこと

の記述」を破線，青色で色づけした「疑問や児

童が分からなかったことの記述」を太線で対応

させる。本稿の以下においても同様である。  
 

＜A 児＞  
 今日は，面積と体積の復習をして，単元のめ

あてをつくりました。これから公式を見つけて，

角柱と円柱の体積を求めていきたいです。直方

体の体積はなぜ，縦×横×高さになるのか？１

㎤が何段あるかだと思います。  
＜B 児＞  
 今日の学習でやったことは，面積や体積の復

習をして，単元のめあてを考えて，復習の問題

を解いて，なんでこの公式で体積を求めること

が出来るのだっけ？というところで終わりまし

た。私は，縦×横＝面積で，それが何段分 (高さ )
あるのかってやつだった気がする…。  
＜C 児＞  
「今日の学習で，（中略）。次の学習では，角柱

か円柱の体積の求め方が知りたいです。  

 
 児童の「振り返り」の中でもＡ児，Ｂ児とも

に単位立方体に着目している記述が見られたた

め，教師が赤色で色づけし，数学的な見方・考

え方の価値づけを行っている。  
 
(2) 第 2 時 

 第 2 時の導入では，第 1 時の「振り返り」の
中で，本単元で働かせる数学的な見方・考え方

につながる，単位立方体の個数に着目して説明

をしようとしていた A 児や B 児の「振り返り」
を紹介し，「振り返り」の中に出てきた「高さは

１㎤の立方体が何段あるか」という言葉をもと

にしながら，直方体の体積を求める公式が，な

ぜ「縦×横×高さ」であるのかを全体で確認し

た。その後，高さ１㎝の直方体の体積を表す数

は，直方体の底面の面積を表す数と等しくなっ

ていること，角柱や円柱の１つの底面の面積の

ことを「底面積」ということを確認した。  
 直方体の体積を「底面積」を使って表し直し

たところで，児童から「これで角柱や円柱の体

積とかも調べられそう！」というつぶやきが聞

こえてきた。このつぶやきから，第 2 時のめあ
てを「角柱の体積の求め方を見つけよう。」と設

定し，まずは直角三角柱の体積の求め方につい

て考えていった。  
前時に図 4 の○あについて学習しておりそれを

基に，本時では○うの体積を求めることとした。

この直角三角柱について，全体で底面の形が直

角三角形になっていることを確認し，自力解決
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の時間をとった。  

図 4 教科書の問題  

(『わくわく算数 6』啓林館：清水他，2020，p.105) 

 
自力解決の中で，直方体と三角柱の関係性に

着目した児童 (D 児 )の発言をきっかけに，以下
のようなやり取りが行われた。  
 

D 児：  (三角柱の見取図に書き加えながら )も
ともとの三角柱に書き加えることによ

ってさっきの四角柱と同じように考え

ることができると思います。でも，一つ

注意するところがあって，この四角柱は，

三角柱から増やしているから，最終的に

÷2 すれば，四角柱と同じ求め方でやっ
た後に÷2 をすればできると思います。 

C   ：  おー！そういうことか！  
T  ：  これさ，三角形の面積を求めるときにも

同じようなことをしなかったかな？  
C   ：  しました！  
C   ：  あーなんか四角形に戻してみたいな…  

 
 D 児の発言をもとに，教師から具体的な直角
三角形の例を提示していると，児童 (E 児 )から
四角柱の体積を求めたときと同じように，底面

積と高さに着目したつぶやきがあった。  
 

E 児：  それ，四角柱にしなくてもできます！  
T   ：  どういうこと？  
E 児：  底面の三角形の４㎝のところを底辺と

して 3 ㎝のところを高さとして三角形
の面積は，底辺×高さ÷2 だから 4×3÷
2 になる。それで，三角形の面積は 6 だ
から，三角柱の高さの 5 をかけたら 30
になるからです。  

C   ：  うんうん。  
C   ：  そっちが簡単かも。  

D 児：考え方としてはどっちもありだね！  

E 児の発言をもとに，デジタル教科書の動画
を使用し，直方体のときと同様に高さ１㎝の場

合の体積と底面積が等しくなっていることを確

認した。前時で既習事項の「振り返り」を行っ

ていたことで，D 児の既習の図形に帰着させる
見方・考え方が現れ，さらに，E 児の図形の面
の形や数をもとにして，底面積と高さに着目す

る視点を転換させた見方・考え方につながった

と考える。以下は，児童の第 2 時の「振り返り」
の一部である。  
 

＜F 児＞  
 今日は角柱の面積の求め方をしました。新し

く習った言葉は (中略 )最後の問題の三角柱は，
単位を間違えてしまったので，これから気をつ

けたいと思います。次は，円柱の体積の求め方

を知りたいです。  
＜G 児＞  
 今日は，角柱の体積の求め方を見つけました。

最初は，角柱の体積ってどうやって求めるのか

なと思ったけど，底面積という言葉が出てきて，

その底面積は，体積と同じ面積にできるから，

それを活かして角柱を求めればいいと思って使

ってみたらすごく解きやすかったし，三角柱の

体積もすぐ解けたのですごいと思いました。  
＜H 児＞  
 今日は，角柱の体積の求め方について見つけ

ました。分かったことは，角柱や円柱の１つの

底面の面積を底面積という，(中略 )。D くんが，
「三角柱を求める時四角柱を求めるときのよう

にして，÷２をすれば求められると思います！」

と言っていたので，本当だ！と思いました。  

 
 また，表現が不十分な部分もあるが，G 児の
振り返りでは，多くの児童が直方体の半分とし

て三角柱を捉えているのに対し，前時の「高さ

1 ㎝の直方体や立方体の体積を表す数は，底面
積を表す数と等しくなる」という学習内容に基

づき，本時でも「底面積」に着目して求積した

ことが記述されている。このように，図形の構
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成要素や構成要素間の関係に着目し，面の形や

数をもとにして，底面積と高さに着目する視点

を転換させた見方・考え方を働かせている児童

が第 2 時の振り返りでは増えていた。授業中の
ノートへの記述や児童の発言だけでは見取るこ

とができない，見方・考え方を働かせている姿

が「振り返り」によって表出している。  
 また，H 児の振り返りには，友達の考えを聞
いて自分が考えたことの記述があり，教師がピ

ンク色で色づけをすることで，授業中の友達の

発言から自らの学びを自覚し，学びを自分のも

のとして獲得している姿が見られた。  
 
(3) 第 3 時 

 第 3 時の導入では，より明確に底面積と高さ
へと着目させられるよう，授業冒頭で第 2 時の
G 児の「振り返り」を紹介した。G 児が言いた
かったことはどういうことなのかを全員で確認

することで，底面積と高さに着目できるよう促

した。その後，図 5 の三角柱○えを提示し，以下
のようなやり取りが行われた。  
 

図 5 本時の問題 (三角柱・一般四角柱 ) 

(『わくわく算数 6』啓林館：清水他 ,2020,p.107) 

 

T：  これは，どんな形ですか？  
C：  三角柱。  
T：  なんで三角柱？  
C：  底面の形が三角形だから。  
T：  では，底面を赤で塗りましょう。  
C：  上の部分も底面だよね。  
C：  どっちかの底面の長さが分かっていれば

いいよ。  

  
この後，対話の中で出た「長さ」について全

体に問いかけ，「底面積を求めるための三角形の

底辺や高さの長さ」であることを確認した。こ

のような導入をうけ，その後の自力解決では図

6 に示すような底面の形を意識しながら考えて
いる様子が観察された。  

図 6 底面の形に着目する見方  

  
一般三角柱の体積の求め方を確認し，次に図

5 に示す一般四角柱○おの求積に取り組んだ。こ
の四角柱を提示すると，児童から「難しい。」と

いうつぶやきがあり，なぜ難しいと思うのかと

問い返すと，「三角柱が 2 つもあるから。」と返
ってきた。この発言をきっかけに，「あ～，この

間 D 君が言っていたことと似ている。」と前時
までの学習とのつながりに気づくつぶやきが聞

こえた。ここで，「ふりかえり」として，第 2 時
の板書の写真を用いて D 児の発言を確認し，こ
の四角柱を三角柱が 2 つと考えると，どのよう
な三角柱が見えてくるかをグループで確認した。 
 児童は，図 7 及び図 8 に示すように，底面を
2 つの三角形と捉えたり，四角柱を 2 つの三角
柱と捉えたりするなど，基本図形に帰着して問

題解決を進めていた。  

図 7 四角柱を 2 つの三角柱と捉える考え方  

図 8 底面を 2 つの三角形と捉える考え方  
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自力解決後，全体で考えを共有する際には，

友達の考えと自分の考えとの相違点，式の意味

を考えるように児童に投げかけた。そして，数

名の考え方を共有し，三角柱に分割して求めた

結果も，底面積×高さで求めた結果も体積は等

しくなることを確認し，統合的に角柱の体積の

公式としてまとめた。全体で共有した際の板書

の一部を図 9 に示す。  
 

図 9 全体交流の板書の一部  

 
 第 3 時の導入において，第 2 時の「振り返り」
をもとに，児童が無自覚のうちに働かせていた

底面積と高さに着目する見方・考え方を価値づ

けた上で学習を進めたことにより，第 3 時では，
多くの児童が底面の形を意識しながら三角柱や

四角柱の体積を求めることができていた。以下

は，児童の第 3 時の「振り返り」の一部である。  
  

＜ I 児＞  
 今日は，直角三角柱以外の他の角柱の体積を

求めました。(中略 )。「この三角柱で分ける」と
いう考え方は，四角柱以外の角柱でもできると

思います。次の学習では，四角柱以外の五角柱，

六角柱の面積も底面積×高さの公式を使って求

めたいと思います。円柱でもこの方法ができる

のかを試してみたいです。  
＜J 児＞  
 今日は，色々な角柱の体積を求めました。(中
略 )。疑問に思ったことは，四角柱や五角柱は簡
単に求めることができるけど，十角柱や二十角

柱でも，三角柱に分けて考えることができるの

かな～と思いました。次の時間では，円柱の体

積が求められるようになりたいです。ちなみに

ぼくは，円柱の体積＝底面積 (円柱の底面の面
積 )×高さじゃないかな～と思いました。  

  
第 3 時の「振り返り」では， I 児や J 児の記

述のように「三角柱で分ける」という基本図形

への変換に目を向けた記述が多く見られた。こ

れは，第 1 時での本単元の導入時に既習事項を
振り返る場面や本時までの問題解決の過程で，

既習の図形や基本図形に変形することで，様々

な図形の求積を行ってきたことを振り返る場面

を設定したからこそ見られる，「振り返り」であ

ると考える。また，多角柱や円柱へと考察の対

象を拡げ，「次にやりたいことや新たな課題につ

ながる」記述も見られた。  
 
(4) 第 4 時 

 第 4 時の導入では，第 3 時の「振り返り」の
中で，多くの児童から「次にやりたいことや新

たな課題につながる記述」として出ていた円柱

の体積を求めてみたいという記述を紹介した。

また，単元のめあてにも立ち返り，角柱だけで

なく，円柱の体積の求め方を調べることも本単

元の目的であったことを確認し，「円柱の求積」

という本時の課題を設定した。  
 角柱の体積を求めた経験から，円柱の体積の

求め方の見通しを自ら立てている児童もいたた

め，教師から「円柱の体積は求められそうです

か？」と問いかけたところ，次のようなやり取

りが観察された。  
 

T：  円柱の体積は求められそうですか。  
C：  難しい。  
C：  まずは，開けばいいんじゃないですか。  
C：  開いたらめんどうくさそう。  
C：  まずは，角柱みたいに分ける。  
T：  今，○○さんが角柱みたいに分けると言っ

ていました。  
C：  分けるってどういうこと？  
C：  高さを 1 ㎝ごとに分ける。  
T：  なら，高さが 5 つに分けられるということ
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か。  

 
高さを 1 ㎝に分けるとよいのではないかと発

言した児童は，角柱の体積を考えた際の底面積

の求め方に着目していた。そこで，教師から「高

さを 1 ㎝ずつに分けたらどうなるのか。」と問
いかけ，高さ 1 ㎝の円柱の底面積と底面の円の
面積は等しくなることを確認した。  
円の面積の求め方は既習事項であることから，

底面が円の形をしている円柱も底面積×高さで

求めることができるだろうという児童の予想を

もとに，円柱の体積を求めることとした。  
 児童の予想から底面積×高さで円柱の体積を

求めた後に，教師から児童に問いかけた。  
 

T：  今までみんなは，角柱の体積の求め方を考
えてきたけど，角柱と円柱は同じものです

か。  
C：  違う！全然違う！  
C：  一緒  
T：  ほとんどの人は，角柱と円柱は違うものと

言っているけど，なら，角柱と同じように

体積を求めることができるかは分からない

んじゃないの？  
C：  いや，角柱と円柱は，柱ってグループで考

えたら同じ…。  
T：  あなたが同じと考えた理由を教えて。  
C：  例えば，細い三角形の角柱をたくさん並べ

たら，円柱になるのではないかなと思いま

す。100 個ぐらい集めたら。  
C：  あ～。  
C：  円の面積を求めるときにそういうのがあっ

た。  
C：  やったね。  
C：  細長い三角形をたくさん並べたら円にな

るみたいに，細い三角柱もたくさん集めた

ら円柱になる。  

 
様々な児童のつぶやきは，既習事項である「円

の面積」に立ち返るものが多くあり，「ふりかえ

り」を繰り返しながら，円柱の体積は，細長い

三角柱を 1 つにまとめた図形の体積に近づいて
いくことを確認した。このことから，円柱の体

積も角柱の体積と同様に考えることができ，円

柱の体積＝底面積×高さとしてまとめた。以下

は，児童の第 4 時の「振り返り」の一部である。  
   

＜K 児＞  
 今日は円柱の体積の求め方を見つけました。

(中略 )。そして，習っている形に変形したり，同
じやり方でできないかを考えることが大事だと

分かりました。○○くんが，細かい三角柱をま

とめると円柱みたいになると言っていて，確か

にと思いました。次は，多角柱の体積の求め方

も同じなのかを知りたいです。  
＜L 児＞  
(中略 )思ったことは，角柱と円柱の体積を求め
る公式はどんな体積もこの公式で求めることが

できるんじゃないかなと思いました。理由は底

面積を求めて高さをかけると高さはそれが何セ

ンチあるかで考えるから底面積と高さが分かれ

ば求められると思ったからです。次は，思った

ことを知りたいです。  

 
児童は，図形の求積方法を考察する際に，すぐ

に公式を導き出そうとすることが多いよう感じ

るが，K 児や L 児の振り返りの記述に表れてい
るように，毎時間の「振り返り」や問題解決に

おける「ふりかえり」を繰り返したことが，根

拠をもって自らの考えをもったり，公式を導き

出したりすることにつながっていると考える。  
 
(5) 異なる展開となった学級について 

 実践を行った 3 学級のうち，2 学級は上述の
ような第 1 時から第 4 時までの展開となった。
しかし，1 学級において，児童の振り返りによ
って見いだされた「問題意識」が異なった結果，

「第 3 時：円柱の体積の考察，第 4 時：角柱の
体積の考察，第 5 時：円柱の体積の確認」とな
った。この学級では，第 2 時の「振り返り」で，
以下のような記述があった。  
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＜Ⅿ児＞  
今日は，角柱の体積を求めました。分かったこ

とは，三角柱の体積も，底面積×高さで求めら

れることが分かりました。底面の面積を直角三

角形で求められたから，円柱も円の面積を求め

られるから，底面積×高さで求められるんじゃ

ないかなと思いました。  
＜N 児＞  
今日は角柱の体積を求めました。(中略 )。次は，
円柱の体積を求めたいです。  

 
 振り返りの中の「次にやりたいことや新たな

課題につながる記述」として，Ⅿ児や N 児のよ
うに円柱の体積の求め方に言及する記述と，他

に五角柱や六角柱も含めた角柱の体積の求め方

を考えていきたいという記述の双方が見られた。

そこで，第 3 時の導入において，児童の振り返
りを紹介した上で，「本時は何を考えていきます

か？」と児童に問いかけた。すると，児童から

は「円柱の体積を先に考えたい。」という声が多

く聞こえた。これは，単元のめあてを「円柱や

角柱の体積の求め方を調べよう。」と立てた上で，

前時の振り返りからつながる児童の思いが表出

した一言であったと考える。第 3 時は円柱の体
積について考察をすることとして学習を進めた

が，考察する過程において，円柱の体積も「底

面積×高さ」で求めることができそうであるこ

とは明らかになったが，その根拠を示す際に，

円柱を四角柱，五角柱，六角柱…と多角柱に分

割して円柱を見る見方が必要であることが明ら

かになった。児童とともに，前時に行った三角

柱だけでなく，様々な角柱の体積の求め方を明

らかにしなければ円柱の体積の求め方を説明す

ることができないことを確認した。以下は，児

童の第 3 時の「振り返り」の一部である。  
 

＜O 児＞  
今日は、円柱の体積の求め方を調べました。円

柱の求め方の予想は，①底面積を求める②底面

積×高さをするだったけれど，その式になる理

由が分かりませんでした。○○さんが，「今まで

勉強してきた形に変形したら分かりやすい」と

言っていたので，確かにと思いました。角柱の

面積を求めたけど，五角柱や六角柱の体積は求

めていないので，○○さんが言っていた，知っ

ている形に変形するを使って，次は，五角柱や

六角柱の体積を求めたいです。  
＜P 児＞  
今日は円柱の体積を求めました。やってみて，

なんで角柱の求め方が分かってその式にしたの

に，円柱を求める式は違うかもみたいになるの

だろうと思っていたけど，円柱は○角柱に似て

いるからその角を増やしていくと…という意見

が出て，それで説明できるなと思いました。(中
略 )。次は，色々な角柱の体積を求めたいです。 

 
 第 2 時で直角三角形の体積を求めたことで，
体積は「底面積×高さ」を使うと求めることが

できるという公式につながる思考が働いていた

と考えられる。しかし，児童の「振り返り」に

よって見いだされた「問題意識」をもとに，第

3 時に円柱の体積を考察したことによって，O
児や P 児の振り返りにもあるように，ただ公式
に当てはめて考えるのではなく，公式を導くた

めの根拠に目を向けることにつながったといえ

るだろう。  
 第 4 時では，第 3 時で明らかになった様々な
角柱の体積の求め方を考察するという課題及び，

児童の前時の「振り返り」を確認し，一般三角

柱や四角柱の体積の求め方を考察した。その際，

どんな角柱でも，三角柱に分割して体積を求め

ることができること，角柱の体積を求める公式

をおさえた。  
 第 5 時では，再度円柱の体積の考察に戻り，
第 3 時での児童の考えを振り返りながら，四角
柱，五角柱…と角柱の底面の多角形の角の数を

増やしていくと円柱に近づいていくことを根拠

として，円柱の体積を求める公式を導いた。  
 
6．実践の考察  

 授業の実際で述べてきたように，児童の「振

り返り」をもとに，児童の事実を大切にした学

習課題の設定を行ってきた。実際に，毎時間の
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学習のめあてを児童が自分 (たち )で立てること
ができ，「振り返り」が次時の切実な学習課題へ

と結びついていたと考える。この姿こそ，「振り

返り」を行うことが，児童が自分 (たち )なりの問
いを立て，自分 (たち )なりの方法で課題解決に
向かって探究的に学ぼうとする姿であると言え

るだろう。しかし，「振り返り」をもとに児童の

言葉で学習課題を設定したことで，教師が計画

していた単元構成と異なる展開となった学級が

あったことも事実である。本実践ではその学級

においても，授業や「振り返り」の中で，再度

問題意識が明らかになったため，本単元での到

達目標は達成することができた。「振り返り」を

行うだけでなく，共有や教師からの意図的な価

値づけを行うことで「振り返り」を最大限活用

し，単元の目標を確実に達成することができる

単元構成，授業展開を考察していくことが今後

の新たな課題として明らかとなった。  
また，教師が「振り返り」の意義を意識し，

児童に対して目的に沿った「振り返り」の視点

を示したことで，児童は自らの学びを焦点化し

て振り返ることができるようなっている。自ら

の学びを焦点化して振り返ることで，自らの学

びを自覚することにもつながり，「振り返り」に

おいて，自分が理解できていることや，理解が

不十分な課題点を把握した記述が増えていた。

さらに，教師からの色づけによる意図的な「振

り返り」の価値づけを行い，児童にフィードバ

ックし，次時の導入で紹介することで，第 1 時
の「振り返り」において「見方・考え方につな

がる記述」が見られた児童は 28％であったもの
が，第 5 時の「振り返り」では，52％まで増加
していた。これは，「振り返り」に表れた見方・

考え方を教師から価値づけたことによって，児

童自身が見方・考え方を自覚することができ，

自覚した見方・考え方を働かせながら，新たな

課題解決へ向けてさらなる学びで活用していく

ことができた結果であると言えるだろう。  
さらに，単元全体を通じた児童の様子につい

て，毎時間の「振り返り」の分析からも，「友達

の考えを聞いて自分が考えたことの記述」が見

られた児童は第 1時の 6％に対し，第 5時では，

83％まで増加している。この姿は，研究のねら
いである互いに高め合う姿に通じるものである

と考える。以下は，「振り返り」の内容において，

質の向上が見られた児童の記述である。  

【第 1 時】今日は，角柱と円柱の体積を求める
ことになりました。単元のめあてもつくりまし

た。そして，なぜ，高さがあるのかというのか

は考えても分かりませんでした。  
【第 2 時】今日は，角柱の体積の求め方を見つ
けました。最初は，角柱の体積ってどうやって

求めるのかなと思ったけど，底面積という言葉

が出てきて，その底面積は，体積と同じ面積に

できるからそれを活かして角柱を求めればいい

と思って，使ってみたらすごく解きやすかった

し，三角柱の体積もすぐ解けたのですごいと思

いました。  
【第 3 時】今日は，色々な体積を求めました。
三角柱や四角柱の体積は，三角柱に分けて考え

ると簡単だということが分かったし，今までや

ってきた角柱の体積の公式が底面積×高さだと

いうことが分かったし，四角柱は色々な式で求

められることが分かりました。  
【第 4 時】今日は，円柱の体積を求めました。
円柱の体積は考えればすごく簡単でした。○○

さんが言った「円柱は三角柱を細かくしたのを

集めたらいい」と言ったのですごいなと思いま

した。円の面積の公式も少し忘れていたから今

復習して良かったです。  
【第 5 時】今日は，角柱・円柱の体積を求めま
した。 (中略 )最後の○○さんの底面積を変えて
求めるという発想は思いつかなかったので，な

るほどと思いました。  

 
この児童のように，第 1 時では学習内容を記

述するにとどまっていた児童が，第 2・3 時で
は，問題解決の方法や，自身の考え方について

記述することができている。さらに，第 4・5 時
では，友だちの考えのよさに気付き記述するこ

とができている。多くの児童にこのような「振

り返り」の内容の質の向上が見られたことは，

毎時間の「振り返り」の蓄積から明らかである。

しかし，この質の向上が意図的な「振り返り」
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の価値づけや常に共有できることによる効果で

あるのかということについては，今後さらに検

証が必要であると考える。  
 

7．まとめと課題  

 本研究を通して，目的を明確にした「振り返

り」を行うことで，探究的に学ぼうとする児童

の育成につながっていると実感している。さら

に，児童自身が「振り返り」の目的や価値を実

感しながら自らの学びに活用していくことがで

きるように，今後取り組むべき課題として，毎

時間蓄積した「振り返り」の活用があげられる。

本実践では，毎時間の振り返りを同一シート内

に蓄積していたが，児童が前時までの自分や友

達の振り返りに立ち返って，自己の変容を自覚

している姿が見られなかった。「振り返り」を蓄

積することは，児童の変容や理解度，実態を見

取る上で，教師にとっての利点もあるが，児童

にとっての振り返りを蓄積する利点は何かを明

らかにし，活用方法を検討していかなければな

らないと考える。さらに，共有された他者の振

り返りを児童自身がより深く考察し，学習課題

の設定へとつなげることも課題である。本実践

では上述のように，共有された児童の振り返り

を端緒として，学習課題の設定を行った。しか

し，児童がより自律的に他者の振り返りを選択・

参照し，その背景にある考えを分析することで，

より自律的に学習課題を設定することができる

のではないだろうか。1 人 1 台端末やクラウド
活用により，児童・教師による共有が容易にな

ったという利点を踏まえ，このような学習活動

を検討していく必要があると考える。  
 本研究では，クラウド上で共有される表計算

ソフト (スプレッドシート )の利点を最大限活用
し，「振り返り」の意義や目的を明確にして実践

を行った。「振り返り」を行うことで，児童の授

業の中では表れない声も聴くことができる。ま

た，児童の「主体的・対話的で深い学び」をさ

せるためだけではなく，教師自身の授業リフレ

クションにもつながっている。  
振り返るからこそ出会うことができる児童の

生き生きとした表情や試行錯誤する姿，自分か

ら友達とともに学ぼうとする姿を大切にすると

ともに，児童自身が「振り返り」を通して学ぶ

力を育成していくことも「振り返り」の活用に

は必要不可欠となると考える。本研究で明らか

になった成果と課題を踏まえて，さらなる実践・

検証を行っていく。  
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